
猫

占

憤

格

の

愛

動

(総
費
上
金
額
に
正
比
例
し
て
濁
占
者
に
課
せ
ら
れ
尤
る

租
税
が
凋
占
債
格
に
及
ぼ
す
影
響
)

手

塚

壽

郎

猫
占
者

の
最
大
利
潤
を
實
現
す

べ
く
均
衡
鮎

に
静

止
し
た
猫
占
債
格

が
、

此
鐵

を
離
れ

て
憂
動
を
な

す
に
は
、
猫
占

の
封
象

と

な

つ
て
ゐ
る
商
品

の
供
給

の
側

に
又
は
需
要

の
側

に
攣
化

が
無
け
れ

ば
な

ら
ぬ
。
而
し

て
需
要
側

の
攣
化
は
、
貨
幣

の
購

買
力

に

於

け
る
憂
化
を
始

め
と
し
、
買
手

の
脅
慣

、
欲
望

の
鍵
化
、
代

用
財

や
競
争
財
や
補
完
財

の
債
格

の
攣

化
等
、
多
岐
多
檬

に
わ
た

る
諸
要
因

に
よ

つ
て
生
ナ

ベ
く
、
供
給

側

の
攣
化
は
主

と
し

て
生
産
費

に
墜
化
を
生
ぜ
し
む

る
諸
要
因

に
よ

つ
て
生
す

る
。
此
生

産
費

に
攣
化
を
生
ぜ
し
む
る
諸
要

因
も
、
も

と
よ
り
多

岐
多
檬

で
あ

る
。
然

し
既

に
生
産
費

の
縫
化
と
な

つ
て
現
は
れ

た
も

の
に

は

一
定
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
即
ち
、

蜀
占
債
格
の
愛
動

,

=

一五



=

一六

工

企
業

の

一
般

的
経
費

に
於
け

る
攣
化
、
又
は
純
利

釜
に
正
比
例
す
る
生
産
費

の
攣
化

鉱

企
業

の
純
利
釜

に
累
進
し

て
爽
生
す
る
生
産
費

の
愛
化

a

企
業

が
販
費
す
る
商
品
量

に
正
比
例
す
る
生
産
費

の
攣
化

4

企
業

の
総
費

上
金
額

に
正
比
例
す
る
生
産
費

の
攣

化

の
四

ケ
の
タ
イ
ブ
が
あ
る
。

私
は

こ

玉
で
猫

占
債
格
愛
動

の

一
切

の
研
究
を
な

さ
う
と
し
て
ゐ
る

の
で
は
な
く
、
需

要

の
側

か
ら
生
す

る
其
攣
動

に
は
全
く

鰯

る

玉
こ
と
な

く
、
た

讐
供
給

の
側
即
ち
生
産
費

に
生
す

る
攣
化

に
よ

つ
て
惹

き
起

さ
る

玉
攣
動

の
み
を
明
ら
か

に
し

て
見
た

い

と
思
ふ
。
け
れ

ど
も
生
産
費
攣
化

の
四

つ
の
ク
イ
プ

の
う
ち
、
第

一
及
び
第

ニ

タ
イ
プ

の
攣

化
が
猫

占
便
格

の
攣
動

に
封
し

て
も

つ
所

の
關
係

は
、
既

に
學
者

に
よ

つ
て
明
瞭

に
せ
ら
れ
了

つ
て
ゐ
る
。
第

一
タ
イ
プ

の
生
産
費
攣

化
が
猫
占
債
格

に
何
ら
影
響
を

及
ぼ
さ

讐
る

べ
き

こ
と

に

つ

い

て

は
、
何

人

の
異
論
も

な

い
。
ま
た
第

ニ

タ
イ
ブ

の
生
産
費
憂
化

が
猫
占
債
格

に
及

ぼ
す
影
響

も

、
可

成

り

複
雑

で
は

あ
る

が

、

ピ
巳
σq
凶
〉
ヨ
。
3
8

の
研
究

智

凶
昌

℃
自
唇

置

0
2
豊

ぎ

饒

0
。
唱
旨
9

層
「
o寓

ぞ
9
日
窪
8

め

些
.冒

け。獣

6
ぽ

昌
旨
。
昌
。
憎
島
ω
9

。。罫

8
督

8

爵

当

、ぼ

唱
8
冨

實
。
σΩ
奮

ω守
"
.
に
よ

つ
て
、
決
定
的
分
析
を
與

へ
ら
れ
た
。
之

に

反
し
第

三
及
び
第

四

タ
イ
プ
の
生
産
費
攣
化

が
猫

占
債

格

に
及
ぼ
す
影

響
は
未
だ

に
決
定
的
な

る
分
析
を
與

へ
ら
れ

て
ゐ
な

い
。

今
ま

で
、
夫

々
の
ク
イ
プ
の
生
産
費
墾

化
が
猫
占
債
格

に
及
ぼ
す
影
響
を
學
者

が
分
析
し
た
場
合

に
は
、
生
産
費

の
攣

化

が
猫

占
債
格

に
及
ぼ
す
影
響
と
し
て
な

し
た

の
で
は
な

い
。
狽
占
者

に
課

せ
ら
れ
た
る
租
税

が
猫
占
債
格

に
及

ぼ
す
影
響
と
し

て
分
析

1)Giornaledeglieconomisti,aprileIg!4,p.306



◎

し
た

の
で
あ

つ
た
。

か
く
な
す
と
き

に
は
、
問
題

の
取
扱
を
著
し
く
簡

軍
な
ら
し
む

る
こ
と
が
出
來

る
。

個

々
の
具
髄
的
な

る
場

合

に
、
生
産
費

が
如
何
な

る
原
因

に
よ

つ
て
攣
化
す

る
か
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ

が
猫
占
便
格

に
如
何

な
る
攣
動

を

生

ぜ

し

む

る
か
を
分
析
す
る
こ
と
も
、
も

と
よ
り
不
可
能

で
は
な

い
。
然

し
生
産
費

の
攣
化
が
四
ヶ

の
ク
イ
ブ
に
分
類

せ
ら
れ
得
る
と
す
れ

ば
、
理
論
経
濟
學
は
此
ら
四

つ
の
ク
イ
プ
の
攣
化

が
猫
占
便
格

に
及
ぼ
す
影
響
を
分
析
す

る
を
以

て
足
る

で
あ
ら
う
。

と

こ
ろ
で

猫
占
者

に
課

せ
ら
る

玉
租
税
は
、
此
猫
占
者

に
封

し
て
は
、
生
産
費

と
同
様

に
作
用
す
る

の
で
あ
り

、
ま
た
生
産
費

の
攣

化
と
同

様

な
る
四

つ
の
ク
イ
プ
を
も

つ
も

の
で
あ
る
。
即
ち
、

L

企
業

に

一
定
額
と
し

て
課
せ
ら
る

玉
租
税
、
叉
は
企
業

の
純
利
釜

に
正
比
例

し

て
課
せ
ら
る

玉
租

税

ユ

企
業

の
純
利
釜

に
累
進

し

て
課

せ
ら

る

玉
租
税

3
。

企
業

が
販
費
す
る
商
品
量

に

正
比
例
し

て
課

せ
ら
る

」
租

税

4

企
業

の
総
費

上
金
額

に
正
比
例

し

て
課

せ
ら
る

玉
租
税

の
四
ケ

の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
故

に
此

ら
四
ケ
の
タ
イ
プ

の
租
税
が
猫
占
債
格

に
及

ぼ
す
影

響
は
四

ケ

の
生
産
費
攣

化

の
タ
イ
プ
が

猫
占
債
格

に
及

ぼ
す

影
響

と
相
異
る
所
が
な

い
。

ク

ル
ノ
ー
は
、
「
租

税
の
賦
課
は

云
は

讐
人
爲
的
生
産
費
を

形
成
す
る
も

の
で
あ

わ
る
」
と

云

つ
て
ゐ
る
が
、
ま

さ
し
く
其
通
り

で
あ
り
、
爾
者

の
猫
占
償
格

へ
の
影
響
も
ま
た
同

一
で
あ

る

べ
き
で
あ
る
。

か
や
う

に
し

て
、
生
産
費

に
於
げ

る
鍵

化

の
四

ケ
の
タ
イ
プ

の
う
ち
、
猫
占
便
格

へ
の
影
響
を
未
だ

に
決
定
的

に
分

析
せ
ら
れ

　

　

て
ゐ
な

い
も

の
は
、

一
企
業

が
販
費
す
る
商
品
量

に
正
比
例

し

て
課
せ
ら
る

曳
租
税

、
二
企
業

の
総
費

上
金
額

に
正
比
例

し
て
課

(

(

濁
占
償
絡
の
愛
動

.

一
二
七

2)Coumot,ResearchesintotheMatllematicalPrinciplesoftheTheoryofWc-

alth,P.67・



一
二
八

せ
ら
る

玉
租
税

で
あ

る
と
云

ふ
こ
と
も
出
來

る
。
勿
論

人

々
は
此
ら
二

つ
の
場
合
を
充
分

に
分
析

し
た

の
で
あ
る
。

だ
が
未
だ

に

こ
の
分
析

が
決
定
的
と
は
な

つ
て
ゐ
な

い
。

一
た

い
此
ら
二

つ
の
場
合

の
租
税
が
濁
占
便
格

に
及
ぼ
す
影
響
は
同
様

の
も

の

で

あ

る

が
、
そ
れ
ら
は
相
關
聯

せ
し

め
ら
れ

て
、
財

政
學

界

の
爾
雄

エ
ヂ

ウ

オ

ス

と

セ
リ
グ

宰
ン
と
の
激
烈
な
る
論
争

の
問
題
を
な
し
た
が
、
途

に
爾
雄
は
相
譲

る

こ
と
な

く
、
問
題
は
未
解
決

の
ま

玉
に
残

さ
れ
、
現
在

も
依
然

と
し
て
未
解
決

の
ま

玉
に
残

さ
れ

て
ゐ
る
。
本
稿

は
此
問
題
を
爾
雄

の
論

争

の
う
ち

に
求
め

つ

玉
、
雨
雄

の
所
読
を
明
瞭

に
し
、
然

る
後
私

の
暫
定
的
解
答
を
與

ふ
る
で
あ
ら
う
。

一
一

 

私

の
當

面

せ

る

問
題

は

セ
リ
グ

マ
ン
や

エ
ヂ

ウ

オ

ス
に
よ

つ
て
初

め

て
提

起

さ

れ

た

の
で

は
な

い
。

そ

れ

は

既

に
ク

ル
ノ
ー

の

男
8
7
窪
9
8

ω
謹

一8

鷲
写
9
噂
窃

目
9。
昏
伽
9
註
ρ
昌
8

畠
o
ド

島
伽自
一。
畠
8

ユ
9
。鴇
β

日
Q。
Q。
◎。
.
の
第

六
章

O
h
皆
。
ぎ
{言
§
o
o
o
臨
目
9
-

×
葺

旨

8

0
。
日
日
巳

崔
霧

噂
吋。
含

8
告

毒

ら
臼

9
]≦
8

。
噂
巳
鴇

申

に
提
起

さ

れ

て
ゐ

る
。

然

し

そ

れ

が
現

代

の
問

題

と
な

つ
た

の

は

、

セ
リ

グ

マ
ン
の

。。
7
窪

剛畠

碧

畠
Ha

店
8
8

。
臨
目
畏

9
ユ
。
昌

の
第

一
版

(
一
八

九

二
年

)

に
於

て

讐
あ

る
。

此
書

物

の
中

で
、

セ
リ

グ

マ

ン
は

、

総

費

上
金

額

に

正
比
例

し

て
課

せ

ら

る

曳
租

税

は
、

凋

占

の
場
合

に
於

て

、
何

ら
便

格

の
攣

動

を

生

ぜ

し
む

る

も

の
で

は

な
く

、

猫
占

者

は

か

玉
る
課

税

あ

る

に
も

拘

ら
す

、

課

税

以

前

の
債

格

と
同

一
の
債

格

を

維

持

す

る

も

の
で
あ

る

と

の

主

張

を
な

し

た
。

此
主

張

に
封

し

て
、
男
o
脇

は

〉
昌
昌
駐

o
{
昏
。
〉
日
巽
甘
9
昌
>
8
曾
日
矯
o
臨
喝
o瞑
ユ
8
ゴ
§
自

oo
o
息
匹

oo
鉱
。
口
8
・
目
H・



冒
.
蕊
O
に
於

て
、
閑
…
齢
≦

言
冨
亀

は

団
貯
§

凶
昏
8
器
晋
o
ぽ

q
昌
言
携
琴
ぎ

昌
鴨
旨
噂
目
◎。O
や

Ψ

μ
艀

に
於

て
、

エ
ヂ
ウ
オ

ス
は

国
8
。

昌
o
巳

o
匂
o
竃
昌
鼻

≦

斜
勺

旨

◎。

に
於

て
、
か

玉
る
場
合

に
便

格
は
騰
貴
し
得

べ
き

こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

エ
ヂ

ウ
オ

ス
に
至

つ

て
は
、
債
格

は
必
・ず
や
騰
貴

す

べ
く

、
攣
化

せ
す

し
て
止
ま

る
を
得
な

い
と
云

ふ
主
張
を

な
し
た
。
こ

玉
に

セ
リ
グ

マ
ン
、

エ
ヂ

ウ
オ

ス
爾
雄

の
論
職

が
開
始

ぜ
ら
れ

た

の
で
あ

る
。

。。
ゲ
窪
写
σq
雪
傷
ぎ
。
乙
窪
8

鑑

↓
鎚
葺
ご
昌

の
第

二
版
(
一
八
九
九
年

)
を
出
す

に
當

つ
て
、

セ
リ
グ

マ
ン
は
、
か

玉
る
場
合

に
、

債
格

は
騰
貴
す

る
こ
と
・も
あ
り
得

る
と
な

し
、
か

つ
て
の
主
張
を
和
げ
た

の
で
あ

つ
た
が
、

エ
ヂ
ウ
オ

ス
の
如
く
債
格
は
必
・す
や

騰
貴
す

る
と
云

ふ
は
誤

で
あ
る
と
主
張
し
た
。
即

ち

セ
リ
グ

マ
ン
は
、

エ
ヂ

ウ
オ

ス
が
幾
何
、
代
数
、
高
等
数
學

を
用

ひ
つ
玉
行

つ
た
抽
象

的
推
論
を
批
難

し

つ
玉
、
算

術
を
用

ひ
て
、
自

ら

の
理
論
を
誰
明
せ
ん
と
努

め
て
ゐ
る
。

私

は
先
づ

セ
リ
グ

マ
ン
の
所
読

か
ら
解
読
を
始

め
る
。

「
猫
占
者

の
総
費
上
金
額

貧
3
。。ω
器
8
菅

。。)
に
課

税
を
な
す

と
き
、
便
格

が
騰
貴

す

べ
き

こ
と
は
原
則

と
し

て
事
實

で
あ
る
が
、

此
結
論

は
必
然
性
を
も

つ
て
ゐ
な

い
。

猫
占
者
自

ら
此
租
税
を
員
捲
す
る

の
が
有
利

で
あ
る
こ
と
が
あ
り
得

る
。
前
頁

の
註

に
於

け
る
グ

ラ
フ
に
よ
る
推
論

〔
O
竃

"
0
2

を
夫

々
或

獅
占
商
品

の
債
格
が

O
β

○
弓
、
な
る
と
き

の
販
費
量
と
す

る
。
総
費
上
金

額

O
臼
d

冨

は

一
〇
、

○
○

○
弗
、
同
じ
く

絡
賛
上
金
額

○
臼
、
O
、
Z

は
八
、
九
九
〇
弗

で
あ
る
と
す

る
。
ま

た

弓
関

を
生
産
費

線
と
し
、
生
産
費

縫
額

O
署

竃

は
七
、
○
O

O
弗
、
同

じ
く
生
産
費
総
額

O
寒

Z

は
六
、
○
O
O
弗

で
あ
る
と
す

る
。
便
格

が

O
↓

な

る

濁
占
債
格
の
愛
動

一
二
九



、

一
三
〇

と
き

の
純
牧
入

は

μρ
8
◎
ー
J
O
8

H
Q。
b
8

で
あ
り
、
債

格
が

○
目
、
な
る
と
き

の

純

牧
入

は

◎。
b
㊤
O
ー
ρ
8
0
H
』9
"㊤
8

と
な
ら
う
。
故

に
猫
占
者

は
債
格
を

O
↓

に
定

嫉

む
る

で
あ
ら
う
。

四

今
総
費
上
金

額

の

一
%

の
租
税

が
課
せ
ら
れ
た

と
す
る
。
総
費
上
金
額
は

一
〇
、

○
○
○
弗

で
あ
る

か
ら
、

租
税
額

は

一
〇
〇
弗

と
な
ら
う
。
も
し
ま
た
総
費

上
金
額

が
八
、
九
九
〇
弗

で
あ
る
と
す

る
と
、
租
税
は

八
九
弗
九

〇
仙
と
な
ら
う
。
純

牧
入

は
夫

々
、

。。
b
8

i
μ
O
O
O
11
卜◎
℃⑩
O
O
㎞
卜9
矯⑩
㊤
O
l
。。
㊤
●㊤
O
"
鱒
㊤
O
ρ
昌O

と
な
ら
う
。
此
場
合

0

に
は
猫
占
者

は
債
格
を

O
目
、
に
定
む
る

で
あ
ら
う
。

故

に
総
費
上
金
額

に
正
比
例
す
る
租
税
が
課

せ
ら
る

玉
場
合

に
は
、
猫
占
者

は
課
税
前

の
便
格

を
引
上
ぐ
る
で
あ
ら
う
。
然

し
こ

玉
で
も
ま

た
、
販
費
量

に
比
例

し
て
租
税
を
課

せ
ら
れ
た
場
合
と
同
じ
や
う
に
、
需
要

の
弾
力
性

及
び
生
産
費

の
關
係
を
考

わ

量

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
〕

は
、
債
格

の
騰
貴

に
よ
る
需
要

の
減
少

が
た

野
に
蓮
績

的
で
あ

る

の
を
豫
想
し

て
ゐ
る

の
み
な
ら
す

、
需
要

の
減
少

が
便
格

の
騰

貴

に
嚴
密

に
反
比
例
す

る
こ
と
を
豫
想

し
、
從

つ
て
需

要
曲
線

が
直
線

で
あ
る
こ
と
を
豫
想
し

て
ゐ
る
。
け
れ
と
も
、
初
め
債
格

が
騰
貴
し
た

る
と
き
需
要
は
著

し
く
減

少
し
、
後

更

に
債

格

が
騰
貴
し
た
る
と
き
需

要
は
初

め
ほ
ど
著

し
く
減
少
し
な

い
と
云

ふ

こ
と
も
可
能

で
あ

る
。
今
先

に
述

べ
た
假
定
と
同
檬

の
假
定
を

と
り
、
債

格
が
四
分

の

一
弗
づ

」
騰
貴

す
る
と
き
、
需
要
は
百
翠

1)Se!igman,Th60riedelar6percussionetde
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位
づ

蕊
減

少
す

る
に
非
す

し

て
、
債
格

が
五
弗
な

る
と
き
需
要
量

は

一
、
○
○

○
軍
位

で
あ
り
、
債
格

が
五
弗

四
分

の

一
な
る

と

き
需

要
量
は
九

〇
〇
翠
位

で
あ
り
、
債
格

が
五
弗

二
分

の

一
な

る
と
き
需
要
量
は
八
二
五
軍
位
、
債
格
が
五
弗

四
分

の
三
な
る
と

き
需
要
量
は
七
五
〇
軍
位
、
憤
格

が
六
弗
な
る
と
き
需

要
量
は
七
〇
〇
箪
位

な
り

と
す

る
。
総
費
上
金
額

に
封

し

一
〇

%

の
租

税

を
課
す

る
と
せ
ば
、
数
字

は
次

の
如
く
な
る
で
あ

ら
う
。

レ
け
竿

一8

0
δ
器

男
0
8
首
寵

ε

獣

↓
9
詞

鵠

い

添

い

x
♂
§

11
穣

9
§

蕊

い
8

轟

添

×

鳴
8

"

轟
糟圃
戯

ミ
よ

o

緑

雛

×

oq
畠

11

会
蝋
ω
N
・い
o

合
9
温

轟

縞

×

誤
0
11

♪
鴇
ド
い
o

ホ

圓
b
い

0

0

×

N
8

11

轟
㌔
8

轟
8

生

産

の

総

出

費

は

、

生

産

費

に

租

税

を

加

へ
た

額

に

等

し

い

。

由

つ

て

そ

れ

ら

は

次

の

如

く

な

る

で

あ

ら

う

。

}
齢
窪

8

0
0
。・紳
o
h
憎
き
曾
g
ざ
口
"
ぎ
切
芭
n
o
宅̂
巴
m
8
{巴

。壱

o
蕊
窃

穣

い

:

:

:

:

源

N
×

目
り§

11

釜

評
§

+

い
8

11

漁

い
℃
い
8

轟

騎
×

鴨
6
11

目
逸
8
十
ミ

い
●娠
o

腿

い
も
罵
甑
o

篇

臆
×

◎◎
哉

腿

目
も
い
o
十
a

も"
・謡

n

い
㌔
o
い
.譲

協

憶
×

譲
0
11

目
敬
8

+
ホ

嵩

い

11

同
蕊

同
蕊

O

N
×

圃
8

H

同℃会
8
ま

8

"

団噂◎◎
8

総

費

上

金

額

よ

り

総

禺

費

を

控

除

す

れ

ば

、

純

利

潤

は

次

の

如

く

な

ら

う

。

猫
占
便

絡
の
愛
動

醐
言
=



一
三

二

〉
け
団
ユ
8

0
蕊

ロ
δ
&

℃
駐

巨

呂

。。
e
【℃
魯
。・8

0虐
巴

ロ
虫

℃
δ
史
u

幣

い

:
:
:
:
快

摯
0
8

ー
蟄
♪
い
8

"
醜

い」い
8

轟

全
慧
い

ー

さ。
㌔
慧

軌
o

"

評
ホ
ρ
い
o

雛

轟
猷
竃
・い
o
ー

評
6
ω
.謡

"

悼
本
ω
ω
.温

轟

李
ω
【
ρ
い
o
ー

岡も
い
口
.戯

11

評
い
◎。
h恥
凱

O

轟
㌔
8

1

♂
◎◎
8

"

ぶ
ω
◎q
o

結

局

、

最

大

猫

占

利

潤

は

、

課

税

以

前

と

同

じ

く

、

債

格

が

五

弗

な

る

と

き

に

現

は

れ

る

で

あ

ら

う

。

故

に

総

費

上

金

額

に

正

比
例

し

て

租

税

が

課

せ

ら

る

ム
場

合

に

も

、

販

費

勲

量

に

正

比

例

し

て

租

税

が

課

せ

ら

る

玉
場

合

と

同

恥

じ
く
、

猫
占
者
は
課
税
以
前

の
債
格
を
攣
化

せ
ざ
る

こ
と
を
有
利

と
す
る
場
合

が
あ

る
。
」

此

セ
リ
グ

マ
ン
の
主
張

に
封

し

て
、

エ
ヂ
ウ

オ

ス
は
、
総
費
上

金
額

に
正
比
例
す

る
課
税
は
常
に
猫

占
債
格
を
騰
貴

せ
し
む

る

と
の
批
制
を
展
開

し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
が
、
然

し

エ
ヂ
ウ
オ

ス
は
問
題
自
髄
を
攣
化

し

て
、
當
面

の
問
題

は
販
費

量

に
比
例
し

て

な

さ
る

玉
課
税

が
猫
占
債
格
を
騰
貴

せ
し
む

る
か
否

か
の
問
題

と
同

一
で
あ

る
と
な
し
、
此
後

の
問
題

の
解
答
を
當
面

の
問
題

に

準
用
し

て
ゐ
る
。

「
セ
リ
グ

マ
ン
教
授

は
、
濁
占
者

の
総
費
上
金
額

に
課
せ
ら
る

玉
租
税
が
必
す
や
便

格
を
騰
貴

せ
し
む
る
か
否

か

の
問
題

に
つ

い
て
展
開
せ
ら
れ
た
論

陣
を
彊
固

に
す

る
が
た
め

に
数
字

の
順
列
を
配
列

し
、『
猫
占
総
費

上
金

額
に
課

せ
ら
る

義

租
税

が
便
格
を
騰
貴

せ
し
む
る

こ
と
は
普
通

に
は
眞

で
あ
る
が
、
此
結
論
は
必
然
性
を
も

つ
て
ゐ
な

い
』

と
云

つ
て
ゐ
る
。
敏
學

上

の
観

顯

か

ら

は
、

此

場

合

と
前

の
場

合

(毛
ぽ
臣
o
哺
ぼ

㈹
窪

o話
討

自

暑
聾

署
7
暮

臼
。σq
携
o

o
臨
鴨

ロ
窪
鑑
与

u
署
,
窪

9
昌
o
監

o

の契

け

旦

宮
民

o
ロ

9
目
。
旨
o
宕
一蓬

,。
「
搾置

ρ

些
。
領
脚8

ミ
旨

静

。・)

と

の
差
異

は
當

面

の
目

的

に

つ

い
て
見

れ

ば

重

要

で
は

2)Seliglna11,0P.cit。,PP.477--8・



な

い
。
こ
れ
は

ク

ル
ノ
ー

の
分
折

に
よ

つ
て
既

に
明
ら
か

に
な

つ
て
ゐ
る
。

セ
リ
グ

マ
ン
敷
授

と
共

に
、

一
〇
%

の
租
税

が
総
費

上
金

額

に
課
せ
ら
れ

た
と
假
定

す
れ

ば
、
凋
占
者

が
最
大
な
ら
し
め
ん
と
す
る
利
潤
は

誰

㈹
目。
鴇

§

受

7

8
巳

。
。
鴇

を
以

て
示
さ
れ
る
。
即
ち

傘

曾
。肇

鼠

・〒

乖

8
巳

6邑

が

最

大

な

ら

し

め

ら

る

べ
き
利

潤

で
あ

る

。
從

つ

て
此

租
税

に
因

つ

て
生
す

る
贋

格

攣
動

は

、
冨
x

巴

轟

一。
器
日

の
代

り

に
、

一

一

・

一
%

だ

け

総

生
産

費

が
増

加

し

た

と
同

様

と

な

ら

う

。
所

で
か

玉
る

生
産

費

増

加

の
債

格

に
及

ぼ
す
影

響

は
、

8
蕊
冨
暑

器
言
旨
ω
の
場
合

に
は

、
。・窟
。田
。
冨
x

の
そ

れ

と
同

一
で
あ

り

、
奉

量
貯
σq
8
。・偉
の
場

合

に
は

呂
。
6
漆
。
雷
×
と

同

一
方

向

の
影

響

で

あ

る
。

第

二
圖

(謬

o
毛
霞
けF

℃
陣
篇
お

H
色
舞
ぎ
mq
8

男
o
澤
言
巴

国
8
昌
o
日
ざ

く
o
ド
8

℃
・
μ
呂

の
圖

)

に

よ

つ

て
明

ら

か

で
あ

る

や

う

に
、
前
者

の
場
合

に
は
生
産
費
曲
線

上
の
各
鐵
は
横
座
標

の
或
分
激
だ
け
上
方

に
引
上
げ

ら
る

曳
の
で
あ
る
が
、
後

者

の
場
合

に
は
縦
座
標

の
九

分

の

一
だ
け
上
方

に
引
上
げ

ら
れ
る
。
要
す
る

に
當
面

の
問
題

も
、
販
費
量

に
正
比
例
し

て
課
せ
ら
る

玉
租
税

の

が

猫

占
債

格

に
及

ぼ
す

影

響

の
問

題

も
、

理
論

上

は

同

一
で
あ

り
、
實

際

的

結

果

も

同

一
で
あ

る
。
」

エ
ヂ

ウ

オ

ス
が
我

々
の
問
題

を

間

接

に
論

じ

て
ゐ

る

の
は
他

に
も

理
由

が

あ

る
。

こ
れ

は

、

セ
リ

グ

マ
ン
が
販
費

量

に
正
比

例

し

て
課

せ

ら
れ

た

る

租

税
も

猫

占

債

格

を
攣

化

せ
ざ

る
を

得

る

と

主

張

し

て

ゐ
る

こ
と

で
あ

り
、

ま

た

グ

ラ
チ

ア

昌
も

同
じ

主

張

を

な

し

て
ゐ

る

こ
と

で
あ

る
。

グ

ラ
チ

ア

昌
に
よ
れ

ば

、

..◎。
一
肋ξ

唇
目
σq
薗
多

0
5

ヨ
o
昌
o
宕

扉
9

薗
一
箕
o
農

o
象

α
年

o
需

N
錫
昌
搾
レ

濁
占
償
柊
の
愛
動

一
三
三
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一
三
四

ぐ
。
巳

隅

μ
8

0
彗

一貯
と

ぞ

巨

。
§

u
。
ぽ

出

8
弩

象

。
一§

§

舘

一ε

。
二

巳

に

一ぎ

a

ぎ

8

§

mq
ロ
8

器

一ご

§

舞

。

一。
巳

。

。・
一

自
。q
§

疑

9

い
』

O
O
ρ

昌

器

窪
。

櫛

α
1
』。
(同
8

0
)
11
。。
§

年

・
.
。。
。

昌
窪

5

聾

3

噂
器

匿

。

B

9
σq
讐

器

。
昆

き

器

畠
ξ

8

昌
。。
。
再

。

彗

旨

く
。
§

昌
o
§

。。
ξ

窪

。
器

9

Q◎
0
8

寄

。
》
一一
ヨ
8

。
旦

一§

。・
8
σq
幕

轟

自

冤

謡

。

9

⇒

一一
〇
馨

昌
"
。

一〇
9
§

更

き

N
ρ

銑

降
夢

壽

8

琶

.
ぎ

宕

ψ
冨

島

い
」

冨

同

彗

¢

山
凶
旨

&

。
ぎ

ち

喝
賃

ρ
琶

。。
凶器
汀

昌

雷

。・
ζ

轟

暑

鼠

3

島

⊆
昌
9。

年

9

『

馨

ω
。

崔
5
津
曽
『
一⑦

ξ

N
。
ら
ロ
N
一。
昌
魂
』

9

。
。
・
・自
。
・
§

剛
。
昌
。

臣
。
ご

M§

。

ヨ

昌

。
昌
。
.一9

同
崔

`
N
一。
昌
。

畠
。
な

増
。
§

け。

昌
舞

。

畠
9

ピ
・
。。
§

9

　[
.
(⑰
l

QQ
)
昌
8

0
塁

い
』

8

0
・
9

9

。・
窒

ご

§

N
。

窪

8

窪

暮

畠
。
ご

邑

9

8

島
巳

2

冨

切
ぎ

島

8

鼠

銭

。
一。

。・眉
§

ユ
§

甚

。
ぎ

胃

ε

。
鼠

8

9
一日
。
三

。

8

器

昌
ユ
』

冒

。
く
。
昌
8

昌
9
魯。
暑

。
ぎ

騨
8

9

巴

。
2

。
<
。
8

巳

賦

8

ご

⑦
善

・
§

き

」

一
日
㌣

旨
ε

島

§

呂
冨

巳

。
蕊

貼

昌
嘆

・
醤

。

q

⑦

冒

¢
窓

試

巴

。
『q
三

弾

3

離

旨

6
農

。

や

』

・
く
§

自
。

8

。。
=

9

窟
三

雷

臼

冒
ミ

弩

。

ロ
。
齢
ε

三

ぎ

鱒
㈹
鵠

鏑

=
、
凶居

。
ω
寅

≧

8
葺

鼠

。

。。
9

.冒

噂
8
富

幽
8

。・
9

盛

卵

傷
;

腕
こ

窪

毒

試

島

嘆

&

。
§

、
一ξ

3

〈
。
三

。

韓

8

8

蕊

。
σq
ξ
竃

。
§
巴

碧

8

=

"
器

鵠

。
軌

。・
程

・
ぴ
ぴ
。
(軌
ー

鵠

)
H
8

0
11
卜。
誤

P

臼
窪

器

離

隅

。
く
。
9
。

鶉

§

8

蕊
。
σq
巳
匹

・

目
巴
一碧

言

箆

胃

。
鵠

。

O

。。
碧
。
げ
ぴ
。
(①
1

卜。
昨
)
ぎ

O
H
b。
⑦
卜。
働

㊥

ミ

。
。
σq
a

9
年

。

鴇

。
鵠

。

牙

§

箕

。
〈
。
旨
ユ

き

8

ヨ

民

a

。
き

臣

唱
器

鵠

。

α

ω
㌣

の

冨
ぴ
ぴ
。
日
§
9
2

8
・、、
夫

れ
故
に
、

エ
ヂ

ウ
オ

ス
は

我

々
の
問
題
を
間
接

に
取
扱

ふ
こ
と
に
よ

つ
て
、

一
石
二
鳥
、
否
三
鳥
を
獲
る

結
果
を
生
ぜ
し
め
た
わ
け
で
あ
る
。

エ
ヂ
ウ
オ

ス
の
セ
リ
グ

マ
ン
及
び
グ

ラ
チ
ア

ニ
に
封
す

る
批
判
は
次

の
や
う
に
な
さ
れ

て
ゐ
る
。

第

二
圓

に
於

て
、
X
軸

は
販
費
数

量
を
示
し
、
Y
軸

は
生
産
費

、
便

額
、
租
親
額
等
を
示
す
。
詳

し
く
云

へ
ば

.◎。

は
其
縦
座

4)A.Grateiani,Istituzionidieconomiapolitica,quartaed.,1925,pp.248→

こ れ と 殆 ん ど 全 く 同 じ 叙 述 が,Istituzionidiscienzadellefinanze,terzaed,

四29,PP.311-r2.中 に 見 出 さ れ る 。



翫

X

標
を
以

て
、
横
座
標

に
よ

つ

て

示

さ

る

玉
販
費

量
あ
る
と
き

の
総
費
上
金
額

㎏

(琶

舞

x
三
8
)
を
示
す
所
の
・
馨

上
金
欝

線
で
あ
る
・
直
線

田

・
は

P

総

生
産
費

曲
線

で
あ

つ
て
、
夫

々
の
販
費
量

に
相
鷹
す
る
生
産
費
合
計

(胃
。
畠
午

脅
x
旨

搾
8
ω傍)
を
示
す
。
直
線

O
内
は
租
税
総
額
曲
線

で
あ
り
、
夫

々
の
販
費

P

量

に
相
慮
す
る
租

税
合
計

(箕
&
ロ
9
×
5

謬
雷
×
)
を
示
す
。
直
線

ぴ
雫

は
総
生

産
費
曲
線

の
縦
座
標

と
租

税
総
額
曲
線

の
縦
座
標
を
合

計
し
た
も

の
で
あ

る
◎

総
生
産
費
曲
線

が
直
線

で
あ
る

の
は
生
産
費

が

コ
ン
ス
タ

ン
ト
の
場
合

で
あ

0

勢

、

津

、

の
如

く

X
軸

に

。
8

<
。
×

で
あ
る

の
は

生
産

費

逓

増

の
場

合

で
あ

O

り

、
O
O
、
の
如
く
X
軸

に

8
鶉
9
〈
。
で
あ
る

の
は
生
産
費
遽
減

の
場
合

で
あ
る
。

か

玉
る
假
定

の
下

に
、
猫

占
債
格

と
販
費
量
は
何
庭

に
決
定

せ
ら
る

玉
か
と
云
ふ
に
、
勿
論
総
費

上
金
額

か
ら
総
生
産
費

を
控

除

せ
る
残
額
が
最
大

と
な
る
蕪

に
於

て
讐
あ

る
。
此
黙
は

肋o。

に
引
け
る
切
線

が

切
切
、
(〉
㍗
b
O
、
等

の
場
合

に
は
此
ら

に
引
け

る
切
線
)

に
平
行
す
る
と
き

の
切
窯

で
あ
る
。
第

二
圓
に
あ
り

て
は

◎。
瓢

の
横

座
標

O
男

が
販
費
激

量
で
あ
り

、
総
費
上
金
額

田

を

O
男

に

て
除

し
た
る
商

が
債
格

で
あ
る
。

。。
㌔

等

に
よ

つ
て
猫
占
債
格

が
決

定
せ
ら
れ

て
ゐ
る
と
き
、
。・唱
8
田
6
冨
×

が
課
せ
ら
れ

た
と
す
れ
ば
、
債
格

は
如
何

に
攣
化
す

る
か
。

こ
れ
が

エ
ヂ
ゥ
オ

ス
が
取
扱

ふ
問
題

で
あ

つ
た
。

と
こ
ろ

で
租
税
額

は
販
費
量

の
増
加
と
共

に
増
加
す

る

の

で

あ

る
か

濁
占
儂
絡
の
墜
動

一
三
五



剛
三
六

ら
、
9

は
右
方

に
至

る
に
從
つ
て
X
軸

か
ら
遠

ざ
か

る
で
あ

ら
う
。
從

つ
て

閾
匂6
、
と

宴
、
と

の
間

に
現
は

る

」
距
離
は
次
第

に
大

と
な

る
筈

で
あ

る
。
從

つ
て
ま
た

ぴ
く

の
傾
斜
度
は

頃
切
、
の
傾
斜
度

よ
り
大

と
な
る
。
此
當
然

の
結

果
と
し

て

蓬

と
李
行

に
し

て

切oゆ
に
封

し

て
切
線
を
な
す
線

の
切
鮎
は
、
o。
鮎

か
ら
左
方

に
移

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
販

費
量
を

示
す

べ
き
横
座
標

も

憶
鮎

の
左
方

に
移

ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
販
資
量

が
減

少
す
れ
ば

、
債

格
は
騰
貴
す
る
。
故

に

。。需
。田
。
審
x

の
課
税
は
猫
占
債
格
を
高

め
ざ

る
を

得
な

い
。
此
誰

明
は
、
生
産
費

が

コ
ン
ス
ク

ン
ト
の
場
合

の
そ
れ

で
あ
る
が
、
生
産

費
が
遽
増
す

る
場
合

に
は

9
災

に
封
す

る
切

線

の
傾
斜
度

は

〉
㌦く

に
封
す

る
切
線

の
傾
斜
度

よ
り
勿
論
大
な
る

べ
く
、
§
、
の
切
線

に
平
行
な

る

ωの
の
切
線

の
切
鮎
は
勿
論

o。
鮎

の
左

方
に
移

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
産
費

が
逓
減
す

る
場
合

に
も
同
檬

で
あ
る
。
故

に
此
ら
の
場
合

に
も

。・窟
。田
。
富
N

の
課

の

税
は
猫
占
債
格
を

騰
貴

せ
し
め
ざ
る
を
得
な

い
。

進
ん
で

エ
ヂ
ウ
オ

ス
は
、

セ
リ
グ

マ
ン
が
示
し
た
例
を

と
ウ
、
そ

の
例

の
下
に
課

せ
ら
れ

た
る
租
税
は
必
す
や
猫
占
債
格

を
騰

貴

せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
を
読

い
て
ゐ
る
。

セ
リ
グ

マ
ン
の
例

で
は
、

〉
一
り
二
8

い

い

×
§

朋
い
§

鴇

累

×
◎
8

腿
ミ
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い
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と
な

つ

て
ゐ
る
が
、
此
ら

の
藪
字

に
よ

つ
て
総
費
上
金
額

の
曲
線
を
作
れ
ば
、
第
三
圖

の
如

く
な

る

で
あ
ら
う
し
、
此
曲
線

の
ス

ロ
ー

ブ
は
次

の
如
く
な
ら
う
。

Fig.3。
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ミ
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お
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図
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い

器
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昌
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・い
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緒
い

団
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い
o

い
.N
軌

い
●い

い

憶
恥

い

此
圖

に
よ

つ
て
明

ら
か
で
あ
る
や
う

に
、
E
鮎

に
相
慮
す

る
便
格
6

か
ら
、
A
黙

に
相

慮
す

る
債
格
5

に
、
債

格
が
下
落
す
れ

ば
、
販
費
量
と
総
費

上
金
額

と
は

増
加
す
る
。
然

し
此
増
加
率
は
連
績

性
を

も

つ
て
ゐ
な

い
。

国
か
ら
U
に
か
け

て
は
、

U
か
ら
O
に
か
け

て
よ
り
急

で
は
な

い
し
、
O
か
ら

国
に
か
け

て
は
、

国
か
ら

〉
に
か
け

て
よ
り
急

で
は
な

い
。
從

つ
て

セ
リ
グ

マ
ン
の
例

に
合
致
す
る
が
如
き
蓮
績
曲
線
は
、
恐

ら
く

、
第

三
圖

に

甕

い
た
や
う
な

。・隅…

O
霧

緊
旨
O
と
な
ら

う
。

此
曲
線

に
第
二
圖

の

。・。。
線

に
於
け
る
推
論

を
適
用
す

れ
ば
、
吻冨
。
黙
。
雷
N
の
課
税

に
よ
り
、
曲
線

が
X
軸

に
凹
な
る
限
り
は
、

即

ち

一
黙

ま

で
は
、
生
産
は
減
少

し
、
慣
格

は
騰
貴
す
る
。
或

場
合

に
は

犀
黙
ま

で
便
格
攣
動
が
績
け
ら
れ

る
。
然

し

O
翻
に
停

濁
占
慣
絡
の
愛
動

一
三
七



一
三

入

助

止

融

は

あ

り

得

な

い
。

か

く

て

、

課

税

に

よ

つ

て

、

凋

占

便

格

は

必

ナ

や

騰

貴

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

か

く

の
如

く

、

エ
ヂ

ウ

オ

ス

の
結

論

が

セ
リ

グ

マ

ン
の

そ

れ

と
異

る

に

至

つ
た

の
は

何

故

で

あ

る

か

。

右

の

叙

述

か

ら

ほ

讐
察

知

出

來

る

や

う

に

、

需

要

曲

線

が

エ
ヂ

ウ

オ

ス

に

あ

つ

て

は

蓮

績

曲

線

で

あ

る

と

考

へ
ら

れ

、

セ

リ

グ

マ

ン
に

あ

つ

て

は

非

連

績

曲
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で

あ

る

と

考

へ
ら

れ

て

ゐ

る
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ら

で
あ

る
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問
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オ

ス
、

セ
リ

グ

マ
ン
共

に
同
様

で
あ

る

。
其

間

、
旨
彗
建

8

ま
は

、

〇
二
聾

8
艮
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亭
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じ
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ピ
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ユ
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告
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領
騨
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o

旨
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き

宕

5

り
9
同ジ

ド
旨

S

中

に
之

を

論

じ
、

同

檬

の
問

題

を

=
9
亀
ぎ
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は

国
畠
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≦
自
昏
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↓
畏

践

霧

男
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旨
傷
。×

碧

自

けぴ
。
客
㌣

言

岩

9

∪
。
§
9
巳

碧

"

。。
毛

罠
団
周
ロ
昌
&

。
葛

(同
自

ヨ
巴

。
{
弓
島

二
6巴

守

。
旨
。
日
ざ

お

。。
卜。
.)
中

に
論

じ

て
ゐ

る

の
で
あ

つ
て
、

此
問

題

と

我

々
の
當

面

の
問

題

と
は

共

に
今

も

未
解

決

の
ま

玉
に
淺

さ
れ

て

ゐ
る
。

。。
窟
。
窪
。
臼
、奨

が
猫

占
債

格

を
常

に
騰

貴

せ

し
む

る

か

否

か

の
問

題

は

、
結

局

に
於

て

、
需

要

曲

線

が
蓮
績

的

な

り

や
否

か

に

よ

つ

て
決

せ

ら
れ

、

総

費

上
金

額

に

正

比
例

し

て
課

せ
ら

る

曳
租

税

が
猫

占
憤

格

を
騰

貴

せ

し
む

る

か
否

か

の
問

題

も

需

要

曲

線

猫
占
債
絡
の
憂
動

一
三
九
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一
四
〇

が
連
績
的
な

る
か

否
か
に
よ

つ
て
決

せ
ら
れ
る
。

セ
リ
グ

マ
ン
ら
と

エ
ヂ
ウ
オ

ス
の
見
解

の
封
立
は
、
從

つ
て
、
既

に
爾
者

の
出

襲
鮎

に
於

て
現
は
れ

て
ゐ
る
の
で
あ

り
、

セ
リ
グ

マ
ン
ら
が
此
出
嚢
黙

に
於
け
る
相
異

を
充
分

に
認
識

せ
ざ
る
限
り
、
論
孚

が
決

定
的

に
終
結
す

る
に
至
る

べ
き
期
待

は
あ
り
得
な

い
筈
で
あ

る
。

セ
リ
グ

マ
ン
も
後

に
は
此
相
異
を
充
分

に
認
識

し

て
ゐ
た

や
う

で
あ

る
が
、
此
た

び
は
需
要

の
連
績

性
其
も

の
を

否
定
し
て
譲
ら
な
か

つ
た
。
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は
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、
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ピ
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と

共

に

、

次

の

や

う

に

云

ふ

こ

と

も

、

理

論

上

許

さ

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

「
た

し

か

に

、

第

四

圖

に

相

慮

す

る

が

如

き

假

定

の
場

合

を

想

像

し

得

る

。

此

の

場

合

は

需

要

曲

線

が

特

別

な

形

欣

を

有

し

、

最

大

便

格

O
憎

を

示

す

黙

憎

を

過

ぐ

れ

ば

、
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昭

需
要

は
、
例

へ
ば
代
用
財

の
使
用
其
他

の
理
由

に
よ

つ
て
、
竃

か
ら

U
、
に
下
り
、
需
要

恥

㍉

翻
韓

縫

廊警

読
麟耕難

渥

藪
灘

P

で
あ
る
。
け
れ

ど
も

か

玉
る
極
端

な
假

定

の
下

に
於

て
も
、
最

大
債
格
を
生
す

べ
き
均

の

衡
鮎
は
、
極
め

て
僅
少

で
は
あ
ら
う
が
測
定
し
得

べ
き
程
度

に
、
憂

化
す
る
。
」

故

に

静

セ
リ
グ

マ
ン
が
云

ふ
が
如
く
、
需
要
曲
線

が
連
績

性
を
有

し
な

い
と
し

て
も
、

セ
リ
グ

0

)

Ω
㌦

ゆ
憲

↑

;

の
見
蟹

成
立
た
な
い
。

進

ん
で
、
需
要
曲
線
其
も

の
が
連
績
性
を
有

す
る
か
否
か
を
見

る
と
、

今
日

で
は
既

に
そ
れ

は
問
題
た
り
得
な
く
な

つ
て
ゐ
る

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
ク

ル
ノ
ー

は
今
よ
り
既

に
百
年

の
昔

に
於

て
、
需
要
曲
線

の
蓮

纏

性
を
誰

明
し

て
ゐ
る
。

「
我

々
は
、
需
要

の
法
則
叉
は
販
費

の
法
則
を

現
は
す
函
敏

が
連
績
函
数

で
あ

る
と
假
定
す
る
、
即

ち

突
然

に
或
値
か
ら
他

の
値

に
移
り
行

く

こ
と
な
く
、

一
切

の
中
間
的
値
を

と
り

つ
玉
移
動
す
る
函

数

で
あ
る
と
假

定
す
る
。
消
費

者

の
数

が
著

し
く
制
限
さ
れ

て
ゐ
る
場
合

に
は
必
す
し
も

さ
う

で
は
な

い
。
例

へ
ば
或
家
計

に
於

て
使
用
せ

ら
れ

る
薪

の
量
は
、

薪

の
債
格
が

一

弩

器

に
つ
き

十

フ
ラ

ン
で
あ
ら
う
と
十
五

フ
ラ

ン
で
あ

ら
う

と
、

恐
ら
く
鍵
化
し
な

い
で
あ
ら
う
。
然

し
此
便

格

が
十
五

フ
ラ

ン
以
上
に
騰
貴

す
れ

ば
、
浩
費
量

は
突

然

に
減

少
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
け
れ
ど
も
市

場

の
範

園
が
廣
大
と
な

れ

ば
な
る
ほ
ど
、
ま
た
消
費
者

の
必
要

、
資
力
、
更

に
進

ん

で
は
氣
紛
れ

の
組
合

せ
が
愛

化

に
富

め
ぱ
富
む
程
、
釜

々
函
数

司
(ε

濁
占
便
絡
の
憂
動

一
四

一

,
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一
四

二

は

噂
と
共

に
連

績
的

に
鍵
化
す
る

に
至
る
。

噂
の
攣
動

が
如
何

に
小
な

り
と
も
、
消
費
者
申

の
或
者

は
此
商
品

の
便

格

の
僅
か
な

る
騰
貴

叉
は
下
落

に

よ

つ

て

其
消
費
を
左
右

せ
ら
る

、
が
故

に
、
そ
れ
は
或

ひ
は
節
約
を
な
さ
し

め
、
或

ひ
は
生
産
額
を
減
少

し
、
又
例

へ
ば
薪

に
代

ふ
る

に
石
炭
を
以

て
し
、
叉
は
石
炭

に
代

ふ
る

に
無
煙
炭
を

以
て
す
る
が
如

く
、
騰
貴

せ
る
商
品
を
他

の

恥

物

に
代
は
ら
し
む
る
こ
と

曳
な
る
。
L

需
要
曲
線

の
連
績
性
を
誰
明
し
た
此

一
節

の
叙
述
は
数

理
経
濟
學

へ
の
重
要
な
寄
與
を
な

し
た
も

の
と
し

て
有
名

で
あ

る
。

ワ

ル

ラ

ス

の
次

の
叙
述
も
、
其
本
質

に
於

て
、
ク

ル
ノ
ー

の
叙
述

と
毫
も
異
る
所

は
な

い
。

「
部
分
的
曲
線

叉
は
部
分
的
方
程
式

が
連
績

で
あ

る
こ
と
を
何

も

の
も

示
し
て
ゐ
な

い
。
否
却

つ
て
此
ら
の
函
欺

は
屡

々
非
連
績

で
あ
る
。
例

へ
ば
燕
萎

に
つ

い
て
云

へ
ば
、
小
萎

の
所
有
者

の
第

一
人

は
債
格

が
騰
貴

す
る

に
從

つ
て
、
燕
萎

の
需
要
を
減
す
る

の
で
は
な
く
、
樋

か

に
、
彼

が
畜
舎

に
飼
養
す

る
馬
を
減

じ
よ
う

と
す
る
と
き

に
、
断
績
的

に
其

需
要

を
減
す
る

の
で
あ
る
。
故

に
彼

の
部
分
的
需

要
曲
線
は
、
實
際

に
於

て
は
梯
段
を
な
す
曲
線

の
形
を

と
る

の
で
あ
る
。
他

の
総

て
の
人

の
曲

線
も
何
れ
も
同

檬

で
あ
る
。
然

し
全
髄
曲
線
は
所

謂
大
数

の
法
則

に
よ

つ
て
、
ほ

讐
連
績

で
あ
る
と
考

へ
得

ら
れ

る
。
ま

こ
と
に
、
憤

格

の
極

め

て
小
な
る
騰
貴

が
起

る
と
き

に
は
、
多
数

の
人

々
の
う
ち
恐

ら
く

一
人
位
は
、
今
ま

で
飼
養

し

て
ゐ
た
馬

の
う
ち

の

一
頭
を
手
放

す
や
う
な
極
限

に
立

つ
て
ゐ

て
、
需
要
を
減
す
る

で
あ
ら
う
が
、
此
減
少
は
全
需
要
中

の
極

め

て
小

な
る
部
分

の
減

少

に
過
ぎ
な

鋤

い
で
あ
ら
う
。
」

か
や
う

に
し

て
、

セ
リ
グ

マ
ン
、
グ

ラ
チ
ア

昌
と

エ
ヂ

ウ
オ

ス
の
論
戦

は
、
理
論
経
濟
學

上

の
問
題
を
論
じ
た
も

の
な
る
限
り

に
於

て
は
、
何
れ
も
譲

る
所
が
な

か

つ
た

と
は
云

へ
、

セ
リ
グ

マ
ン
等

の
敗
北

に
絡

つ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
や
う

に
私

に
は
見
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え
る
o
だ
が
我

々
が
本
稿

に
取
扱

ふ
問
題

に
つ
い
て
は
、

の
解
答
を
直
接

に
導

き
出

さ
う

と
思

ふ
。

エ
ヂ
ウ

オ

ス
の
解
答

は
間
接

に
な
さ
れ

て
ゐ
る
に
過
ぎ
な

い
。

私
は

そ

罠

 

総
費
上
金
額

に
正
比
例
し

て
課

せ
ら
る

玉
租
税
は
、
此
課
税
以
前

の
猫
占
便
格
を
騰
貴

せ
し
む
る
こ
と
は
、

エ
ヂ
ウ
オ

ス
が
な

せ
る

研
究

に
よ

つ
て
闇
接

に
設
明
さ
れ

て
ゐ
る
が
、
今
此
敏
授

の
誰

明
の
要
當

性
を
確

保

せ
ん
が
た

め

に
、
私
は
其
誰
明
を
直
接

に
且

つ
二

つ
の
幾
何
學
的
方
法

に
よ

つ
て
成

し
逮
げ

よ
う

と
思
ふ
。
そ

の

一
は
、
通
常

の
需
要
及
び
生
産
費
曲
線

に
ょ
る
方
法
で

あ
ρ
、
他

は
、
バ

ロ
ー
ネ
が
最
も

よ
く
駆
使
し
た
る
総
生
産
費
曲
線

及
び
総
牧
入
曲
線

に
よ
る
方
法

で
あ
る
。

ω

通
常

、
生
産
費
曲
線

は
生
産
費

8
蕊
雷
暮

及
び
遽
増
並

び
に
邊
減

の
三

つ
の
場
合

に
匠
別

せ
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ

ら

の
各

の

場
合

に
つ
い
て
、
絡
費

上
金

額

に
正
比
例
す

る
課
税
が
猫
占
債
格
を
騰
貴

ぜ
し
む

で
あ

ら
う
こ
と
を
誰
明
す

る
。

-
.

生
産
曹
ハが

コ
ン
ス
タ

ン
ト
な
る
場
合
o

第

五
圖

に
於

て
、
需

要
曲
線
を

∪
∪
い
生
産
費
曲
線

を

。。
。。、
と
す

る
。
生
産
費

が
ゼ

ロ
な
る

と
き

の
猫

占
債
格
を
決
定
す
る
鮎
を

♪

生
産
費

が
各
生
産
物

一
輩
位

に
つ
き

O
。。
な

る
と
き
の
猫
占
債

格
を
決
定
す
る
黙
を

図
と
す
る
。
而
し
て
今
総
費
上
金

額

に
正

比
例

し
て
課
税
を
な
す
と

せ
ば
、
共
租
税
を
債

格

に
正
比
例
し

て
課
す
る
こ
と

玉
す
れ

ば
よ
い
。
け

だ
し
、

団
を
債
格
貞
U
を
需

蜀
占
便
格
の
墜
動

一
四
三



Fig.5.

Yse

D

幽し

凹
「

や
驚

さ

企

一一 函 一一一x

工)'

→ ←廊 し

】
四
四

要
量
、
困

を
常
救

と
し
、

隻
を
租
税
額
と
す
れ
ば
、

電

塁

ひ
∪
×
即

』

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

我

々
の
第

五
圖

に
於

て
、
生
産
費
な

き

と
き

の
猫
占
便
格
は

O
国

で
あ
り
、
其
債
格

に
於
け

る
需

妻

は
。
。
で
あ
る
が
、
。
国
×
叶

些

な
る
租
撃

各

○
○
国
〉

商
品
軍
位

に
課
す
れ
ば
、

o。
d
国
O
"

と
な
り
、
総
費

上
金
額
に
正
比
例
し

て
課
税
を
な

し
た
こ
と

玉
な

る
。

生
産
費
を

必
要

と

す

る

商

品

の
場
合

に
も
同
檬

で
あ

つ

て
、
便
格

が

頃
貼

に
決
定

せ
る
と
き

ω
o。
、
線

の
直
ち

に
右
方

に

租

税
額

を

示

せ
ぱ

、
o。
<
哲

と
な

る
。

同

檬

に
し

て
、
の
喚

の
直
ち
に
右
方
に
、
需
要
曲
線
即
ち
可
能
な
る
べ
き
便
格
曲

線
の
各
瓢
が
示
す
慣
格
に
正
比
例
す
る
黙
を
求
む
れ
ば
、
そ

れ

ら
は
、
総
費

上
金
額

に
正
比
例

ぜ
る
租
税
の
鮎

の
軌
跡
と
な
り

、
o。
、↓

の
如
き
形
瓶
を

と
る
。
即
ち

q励、
鮎

に
於

て
は
横
座
標
は

ゼ

ロ
で
あ

り
、
下
降
す
る

に
從

ひ

。。
。励
、
線

か
ら
次
第

に
遠
ざ
か
る
。
而
し

て
此

ら

の
横
座
標
を

。。
。。
、
線

の
各
黙

の
横

座
標

に
加

ふ

れ

ば
、

◎。
、目

線

は
綜
合
生
産
費
曲
線
と
な
り
、
こ
れ

と
需
要
曲
線

と
が
凋
占
便
格
を
決
定
す
る
。
而
し

て
此
ら

の
曲
線

に
よ

つ
て



Fig。6.

メ

決
定

せ
ら
る

、
猫

占
債
格
は
、
課
税
な
き
場
合

の
便
格

の
鮎

閑
よ
り
右
方

に
あ

る
鮎

≦
「
に
よ

つ
て
決
定

せ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
何
故

で
あ
る
か
。
其
置

明
を
容

易
な

ら
し
む
る
が
た
め

に
、
需
要
曲
線
を
直
線
と
す
れ
ば
、
租

税
線
た
る

o。
臼

も
直
線

と
な
る
。
此
租
税
線

と
需
要
曲
線

の
交

匙
を

男
と
す
れ
ば
、
此
交
鮎
は

需
要
曲
線
と
生
産
費
曲

線
と

の
交
瓢

ρ

の
右
方

に
あ
る
。
故

に
三
角
形

閑
目
U
、

か
ら
最
大
利
潤

を
與

ふ
べ
き
黙

≦
、
は

頃
瓢

の
右
方

に
あ
る
。
從

つ
て
猫

占
便

格
は

、
総
費

上
金
額

に
比
例

せ
る
課

税

に
よ

つ
て
、
騰
貴
す

る
。

O

ピ
巴
ロ
o
は
、
ピ
"
齢尿
o
ユ
o
"
8

D

冒
騨

紆

ヨ
o
昌
o
噂
o
ド

に
於

て

、
此

問

題

に
我

々
と

同

じ
結

論
を

與

ふ

る

に
、

次

の

D

圖

(
第

七
圖
)
に
よ

つ
て
ゐ
る
。
此
圓

に
あ
り

て
は
、
司
O
>

が
租
税
線

と
な

つ
て

ゐ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
や
乏

、蝿

』

で
あ
る
と

す
れ
媛

U
×
即

卍

で
あ
る
か
ら

商
品
輩

位
の
租
税
績

格
髭

例
す

る
。
故

に
需
要
債
格
が
大

と
な
れ
ば
、
第

七
圖
に
於

て
は
、

租
税
線

の
横
座
標
も

大

と
な

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然

る
に

ピ
巴
砦

に
よ
れ

ば
、
租
税
線

の
横
座
標
は
或
黙

ま

で
増
大
し
、
後
減
少
し

て
ゐ
る
。
こ
れ

は
確
か

に
誤

で
あ
る
。

P
巴
蓉

自
身
、

凋
占
便
格
の
墜
動

Fig.7.
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代
数
記
號
を
用
ひ
た
場
合
に
は
、

Fig.8.

此
誤

に
陥

つ
て

ゐ
な

い
の

で
あ

る
。

氏

は

云

ふ
、

唱

冨

げ
曾
注

8

"
o言
窪
コ

X
〆尼

OsPs"P

 

X

一
四
六

、.o。
=

.ぎ

葛

鈴
6
g

ロ
昌
o

坤

"
a

o
ロ

剛
含

胃

算

〔
弓
律
ー
ご
ー
&

9

一"
山
蹴
h曾
o
鼠

o
目
o
"

ρ
音

(H
l
h)十
〔
噂
(μ
ー
ご
ー
"
〕
8

、、

λ

生
産
費
逓
増

の
場
合

第
八
圖
に
於
て

注
、
は
需

要
曲
線

、
o。
o自
、
は
逓
増
生
産
費
曲
線

、
男
qα
、
は
租

税
線

で
あ
り
、
綜
合
生
産
費
曲
線

で
あ

る
。
我

々
の
結
論
は
総
費
上
金
額

に
比

例

す
る
租
税
に
よ

つ
て
、
課
税
前

の
猫
占
債
格
は
騰
貴

す
る
と
云
ふ
に
あ
る
。

第

八
圖
に
つ

い
て
云

へ
ば

、
課
税
前

に
於

て
猫
占
者

の
利
潤
を
最
大
な

ら
し
め

た
便
格
は

閑
、じd

で
あ

る
が
、
課
税
後

に
於

て
は
、
か

玉
る
慣
格
は

効
、匂6

の
下

方

に
現
は
れ

る
と
云

ふ
の
が
、
我

々
の
結
論

で
あ
る
。

今
先

づ
、
需
要
曲
線

の
横
座
標

と
生
産
費
曲
線

◎。
o自
、
の
横
座
標

の
差
を
第

二

象
限

に
投
影
す
れ
ば
、
曲

線

o。
ミ
ρ
、
を
な
す
。

こ
れ
は

課
税
無
き
場
合

の
濁
占

利
潤
曲
線

で
あ
る
。
次
に
、
同

じ
く
需
要
曲
線

の
横
座
標

と
綜
合
生
産
費
曲
線



の
横

座
標

の
差
を
第

二
象
限

に
投
影
す
れ

ば
、
曲
線

℃
、
閑
、
を
な
す
。

こ
れ
は
課
税
あ
る
場
合

の
猫

占
利
潤
曲
線

で
あ
る
。

さ
て
此
ら

o。
蚕

遷

か
ら
、
我

々
は
獅
占

に
於

て
の
供
給
量
を
決
定
し
得
る

の
で
あ
る
が
、

こ
れ

が
決
定
を
な
す

に
は
、

O
<
、
○
奥

軸

に
無
敷

の
直

角
双
曲
線
を
書
き
、
此

ら
双
曲
線
が

。。、、◎
い
男
凌

を
夫

々
接
す

る
瓢
を
求
め
、
其

縦
座

標
を

求
む
れ

ば
よ

い
。
第

八
圖

に
於

て
は

〉
、暫
O
、
が
か

玉
る
接
黙

で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
縦
座
標
が
二

つ
の
場
合

の
猫
占
利
潤
を
最
大

な
ら
し
む

X

べ
き
供
給
量

で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
〉
、
と

O
、
を
比
較
す
る

と
、
O
、
は
必
ナ

み

や

乏

の
下
方

に
あ
る
。
何

と
な
れ

ば
、
q。
ミ
ρ
、
は
必
す

や

男
、
零

の
外
面

に

・
19

響

F

α

存
在
す
る
か
ら

で
あ
る
。
從

つ
て

〉
、
の
縦
座
標
は

O
、
の
そ
れ

よ
り
大

で
あ

り
、
此

ら
夫

々
の
縦
座
標

に
相
慮
す
る
猫
占
便
格

頃
、拶

∪
、U

を

比
較

し
て

PS

見

る
と
、
前
者

は
常

に
小
で
あ

る
。
換

言
す
れ

ば
課

税
前

の
猫
占
債

格
は
、

課
税
と
共

に
騰
貴

し

て
行

か
ね
ば
な

ら
ぬ
。

O

a

生
産
費
蓮
減

の
場
合

此
場
合

の
誰
明
も
、
前

二
場
合

と
同
様
で
あ

つ
て
、
繰

返
し

て
読

明
す

る

ま

で
も
な

い
。
た

讐
圖
を

示
す

に
止
む
る
。
(
第

九
圖
)

U
U
、
は
需
要
曲

線
、

。自
ω
、
は
逓
減
生
産
費
曲
線
、

団
。。
、
は
租
税
線

に
し
て

X

同
時

に
綜
合

生
産
費
曲
線

で
あ
る
。
》
旬
は
課
税
前

の
猫
占
便
格
、
U
国
は
課

濁
占
侃
絡
の
墜
動

.

一
四
七

記 S'

Ae
、 、@

/γ Dへ ＼ 叉



U
四

八

税
後

の
猫
占
債
格

で
あ
り
、
必
ナ

や

》
団

の
下
方

に
あ
り

て
、
よ
り
大

で
あ
る
。
故

に
課
税
と
共

に
凋
占
債
格
は
騰
貴

す
る
。

働

総
生
産
費
曲
線
及

び
総
費
上

金
額
曲
線

は

バ

ロ
ー
ネ

に
よ

つ
て
猫

占
債
格

の
研
究

に
慮

用
せ
ら
れ

た
が
、
我

々
は
そ
れ
ら
を

一

麿
押
し
進
め
て
、
我

々
の
問
題

の
解
決

に
役

立
て
よ
う
。

X

第

十
圖

に
於

て
、
O
男
〉

は
総
費
上
金
額
曲
線
、
O
軍

は
総
生
産
費
曲

U

、

線
を

示
す
。
前
者
は
原
黙
よ
り
稜

し
、
販
費
量

の
増
加
し
、
或
黙

℃
に
て

㎏

最
高
額

と
な
り
、
後

下
降
す

る
。
後

者
も
原

黙
よ
り
稜
す
る

が
、
常

に
上

向
す
る
。
即
ち
生
産
費

遽
増

の
場
合

は
勿
論
、
逓
減

及
び

コ
ン
ス
タ

ン
ト

Q

の
場
合

に
意
上
向
す

る
。

側
吻

と罧

叛叢

畿
鰻

短編
稽

蕪

卯

に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
。
ま
た
猫
占
者
の
利
潤
は
縫
費
上
金
額
曲
線
の
縦
座

↓

標
か
ら
総
生
産
費
曲
線

の
縦

座
標

を
控
除
す

る

こ

と

に

よ

つ
て
示
さ
れ

Y

O

る
。
猫
占
債
格

は
此

ら
差
額

の
最
大
な

る
所

に
決
定
す

る
。

此

の
所
を
簡

↓

謎
§
ミ

嚢

ミ

翠

に
見
出
す

た
め

に
、
此

ら
の
差
額
を
O
図
上

に
と
り

、
利
潤
曲
線
O
。。
≧

,P

一 一 輌
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望

.

を
作

る
。
然

ら
ば
X
軸
か
ら
最
も
遠

い
曲
線

O
。。
〉
、
上

の
鮎

が
最
大
利
潤
黙

で
あ
り
、
販
費
量

と
猫

占
便
格
と
を
決
定
す

る
。

此

黙

は
、
X
軸

に
平
行

に
利
潤
曲
線

に
切
線
を
引
き
た
る
と
き

の
切
鮎

で
あ
る
。

此
切
黙

。。
を
通

つ
て
Y
軸

に
李
行

線
を
引
き
、

こ

れ

が
総
費

上
金
額
曲
線
及
び
X
軸

と
交

は
る
黙
を
夫

々

関
"
◎
、
と
す
れ

ば
、
猫
占
便
格
は

雷
昌
r
慢

○
ρ
、
に
て
表

は
さ
れ

る
。

從

つ
て
猫

占
便
格
は
総
喪

上
金
額

の
最
大
黒

に
現
は
れ

る

の
で
は
な

い
。

と
こ
ろ
で
、
猫
占
便
格
を

定
む

ぺ
き

男
、
瓢
は

℃
鮎

の
右

方

に
あ
り
や
、
叉
は
左
方

に
あ
り
や
、
叉
は

国
、
蕪
と

り
と
は
相
合
致

す

る
か
否
か
。
詮
明
を
後

に
し

て
云

へ
ば
、
そ
れ
は
必
す

や

℃
黙

の
左

方

に
あ
る
。
今
其
設
明
を
な
さ
う
。

先

づ
、
曲
線

O
男
》

は

O

よ
り

℃
黙
ま

で
は
上
向
し
、
℃
黙
か
ら
は
下
向
す

る
に
反
し
、
曲

線

O
寄

は
、
生
産
費
遽
増

の
場

X

合
な
る
か
遽
減

の
場
合
な

る
か

コ
ン
ス
タ

ン
ト
の
場
合
な
る
か
に
よ

り
程
度

に
相

Fig.rl.

掲
占
侃
絡
の
墜
動

◎

異

は
あ
れ
ど

も
.
常

に
上
向
す

る
が
故

に
、
爾
曲
線

の
縦
座
標

の
差

の
最
大
な

る

鮎

団
、
は

り

の
左
方

に
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
次

の
や
う

に
誰
明
す

る
こ
と
も
出
來

る
。
曲
線

O
男
〉

に
代

へ
て
、
上
向

の
直
線

O
》

を
引
く
。
(
第

十

一
圖
)
此

O
》

か
ら
最

大
距
離
を
有
す

る
曲
線

O
℃
〉

上

の
黙

関

を
求
む
れ
ば
、
此
貼

が
猫

占
債

恥

格
を
定

め
る

の
で
あ

る
が
、
必
す

や

℃
鮎

の
左
方

に
あ

る
。

い
ま
推
論

を
容
易
な

ら
し
む
る
た
め

に
、
曲
線

O
男
〉

と
同
様

の
性
質
を
有
す
る
牛
圓
を
作
り
、
(
第
十

二
圖
)
直

径

〉
⇔6

を
横
軸

と
見
徹

せ
ぱ
、
牛
径

〉
娼6
よ
り
最
大
距
離

に
あ
る
牛
圓

】
四
九

2)Barone,GrundzifgedertheoretischenNationa16konomie,S.176ennote,



↓
五
〇

B

上

の
顯

は
牛
圓

の
中
黙

団

で
あ
る
。
ま
た

〉
じd
、
か
ら
最

大
距
離

に
あ

る
牛
圓
上

の
貼

砿

は
、
も
は

や

男
瓢

で
は
な
く
し

て
、
弧

b
頃
、
の
中
黙
た

る

男
、
鮎

で
あ
る
。
故

に

憎
、
黙

怒F

は

男
鮎
…の
左
方

に
あ
る
。

直
線

》
国
、
か
ら
最

大
距
離
を
も

つ
圓
弧

上

の

男
、
黙

は

℃
黙

の
左

方

に
あ
る
こ
と

の

誰
明
は
容
易

で
あ

る
。

第

十
三
圖
に
於

て
、
鮎

押

団
、
よ

り

O
》

に
垂
線

男
冥
㌔

、
Z
、

を
引
き
、
且

つ
爾
黙
よ
り
X
軸

に
垂
線
を
引
き

O
>

と

の
交
鮎
を
夫

々

竃
℃
竃
、
と
す

^

れ

ば
、
三
角
形

℃
竃
Z
噂
男
、
]≦
、
Z
、
は
相
似

三
角
形
で
あ
る
。
故

に
、

盛

マ

睾

、
然
る
鴇

z
、v
髪

ち

冨
傷

、竃
、
で
あ
る
。
同
檬
に
。
露

と

。
>

X

と

の
距
離
は
黙

℃
、
に
於
て
、
他

の
如
何
な

る

O
男
〉

上

の
融

よ
り
も
大

で
あ
る
。

聡怒

此
結
果
を

総
費
上
金
額
曲
線

に
移
す

も
、
何

ら
の
攣

化
は
な

い
の
で
あ

つ
て
、
猫
占

F

偵
格

を
決

定
す

る
鮎

男
、
は
職

団
の
左
方

に
あ
る
こ
と
は
確

か

で
あ
る
。

　

さ

て
此
ら

の
曲
線

の
概
念
に
よ

つ
て
、
我

々
の
問
題
を
解
く

に
當
り

、

一
絡
生
産
費

(

ラ

が
販
費
量

の
増
加
と
共

に
増
加
し
行
く
場
合
、
二
総
生
産
費

が
販
費
量

の
増

加
と
共

に

(

ラ

或

る
程
度

ま

で
増
加

し
、
其
以
後

は
販
費
量

の
増
加
あ

る
も
増
加
せ
ざ
る
場
合

、
三
販
(

費
量

の
如
何
に
か

、
は
ら
す
総
生
産
費

が

一
定
せ
る
場
合
等
を
匠
別

し
得

る
が
、
後

の



　

一
一場
合
は
實
際

に
は
稀

に
し
か
現
は
れ

得
な

い
が
故

に
、
且

つ
簡
翠

で
あ
る
か
ら
、
こ

」
で
は
考
察
外

に
置
く
。

一
の
場

合

に
も

(

t

租
税
曲
線

の
最
高
鮎

が
、
猫

占
利
潤

曲
線
と
X
軸

と

の
作

る
圖

の
外

に
あ

る
場
合

、
且

租
税
曲
線

の
最
高
鮎
が
、
猫
占
利

潤
曲

線
と
X
軸

と

の
作

る
圖

の
内

に
あ
る
場
合

と
が
あ
る
。

L

租

税
曲
線

の
最
高
鮎
が
、
猫
占
利
潤
曲

線
と
X
軸

と

の
作
る
圖

の
ぞ
と

に
あ
る
場
合
。

X

我

々
の
問
題
は
租
税
が
総
費

上
金
額

に
正
比
例
し

て
課

せ
ら
る

』
場
合

に
關

4

す

る

の
で
あ
る
か
ら
、
租
税
線

○
◎

は
曲
線

O
団
}

に

正
比
例

し
て
引

か
れ

」取

^

ぺ

る
。
(第
+
四
圖
)
而
し
て
租
税
線
の
最
頂
黙
ρ
は
、
響

利
潤
線

。
鍵

と
x

軸

と

の
作

る
圖

O
。。
諺
、
の
ぞ

と

に
あ

る

。

つ
σ

Ω

か

」
る

場
合

と
難

、

猫

占
債

格

が
決

定

せ
ら

る

べ
き

黙

は

、
曲

線

O
。。
》
、
と

曲

線

○
◎

と

の
作

る

圖

O
。。
団

の
中

で
、

此

ら

二

曲
線

の
縦

座
標

の
差

の
最

大

な

る

黙

q。
、
で
あ

る
。
何

と
な

れ

ば

、
曲

線

O
o。
》
、
は

原

瓢

よ
り

焚

し
、

上

向

し
、

。。
に
至

り

て
最

頂
黙

を

示

し

、
後

下
向

し

、

塗

に
ゼ

ロ
と

な

る
。

然

る

に

曲

線

○
◎

は
原

黙

よ
り

出
焚

し

て
、

少

く

と
も

曲

線

O
o。
》
、
と

剴
鮎

に
於

て
交

は
る

ま

で
は

上
向

す

る
。
(
こ
れ

は

ー

の
場

合

そ

れ

自

身

で
あ

る

。
)
故

に
圖
O
o弓
閑

の
う
ち

で
、
曲

線

O
◎。
乏

と
曲

線

○
◎

と

の
縦

座
標

の
最

大

な

る
顯

が
最

大

猫

凋
占
債
柊
の
慶
動

哺
五

一



一
五

二

占
利
潤
を
生
ぜ
し
む
る
顯
と
な
る

の
で
あ

る
が
、
既

に
賜
ら
か

に
し
た

理
由

と
租
税
線

の
性
質

と
に
よ

つ
て
、
此
場
合

の
最
大
利

潤

鮎

o。
、
は
、
課

税
な
き
場
合

の
最
大
利
潤
瓢

。ゆ
の
左
方

に
あ

る
。
由

つ
て
、
総
費

上
金
額

に
正
比
例
す

る
課
税
に
よ

つ
て
、
猫
占

債

格
は
騰
貴

す
る
。

乳

租

税
線

の
最
高
黙
が
、
猫
占
利
潤
曲
線
と
X
軸

と

の
な
す
圖

の
う
ち

に
あ
る
場
合

。

X

第

十
五
固
は
此
場
合

を
示
し
て
ゐ
る
。

O
男
〉

は
総
責
上
金

額
曲
線
、
O
ω
〉
、

Fig.互5.

は
猫
占
利
潤
曲
線
、

○
ρ

は
総
費

上
金

額
に
正
比
例
し

て
課
せ
ら
れ
た

る
租
税

線
を

示
す
。
而

し

て
租
税
線

の
最
高
黙

ρ

は
圖

O
m
>
、
の
う
ち

に
あ

る
。

此
場
合

に
も
、
課
税
な

き
と
き

の
最
大
利
潤
瓢

◎。
が

ρ
黙

の
左
方

に
あ

る
は

云
ふ
ま

で
も
な

い
。
今
顯

ρ

を
通
る
直
線

男
◎
関

と
曲
線

O
oゆ
》
、
と

の
交
黙
を

◎
、
と
す
れ
ば
、
課
税
あ
る
と
き

の
最
大
利
潤
勲

は
固

O
ρ
◎
、
。励
の
う
ち

に
あ

る
。
然

る
に
此
う
ち

に
於
て
は
、
曲

線

○
◎

は
上
向
し

て
ゐ
る
が
故

に
、
此
曲

線

と
曲
線

O
。。
諺
、
と
の
最
大
距
離
を

示
す

◎自
、
黙
は
必
ナ

や

o。
黙

の
左

方

に
あ

る
。
故

に
此
場

合

に
も
、
総
費
上
金

額

に
正
比
例
し

て
課

せ
ら
る

、
租
税
は
課

税
前

の
猫
占
債
格

を
騰
貴

せ
し
む
る
も

の
で
あ
る
。

Y



四

以
上
、
私
は
、
総
費

上
金
額

に
正
比
例
し

て
な
さ
る

曳
課
税

が
猫
占
債
格

に
及
ぼ
す
影
響

に

つ
い
て
、
異
見
を
幾
十
年

に
わ
た

つ
て
固
持

し

つ

玉
互

に
相
譲

る
こ
と
な
く
終

つ
た

エ
ヂ
ウ

オ
ス
、

セ
リ
グ

マ
ン
、

グ
ラ
チ
ア

昌
等

の
所
読
並
び

に
此
ら
の
人

々
の

論
孚

の
経
過
を
明
ら
か

に
し
、
進

ん
で
私
自
ら

の
幾
何
學
方
法

に
よ
る
二
研
究

を
述

べ
て
來
た
。
結

局
は
理
論

の
上
で
は
、

エ
ヂ

ウ

オ

ス
の
読

が

正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
は
私

の
研
究

に
よ

つ
て
明
瞭

に
せ
ら
れ
た
と
思
ふ

の
で
あ

る
が
、
た

讐
エ
ヂ
ウ
オ

ス

の
所
論
も
私

の
研
究
も
共

に
需
要
曲
線

の
蓮
績
性
を
豫
想
し

て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

此
連
績
性
を
否
定
す
る
限

り

に
於

て
は
、

セ
リ
グ

マ
ン
、
グ

ラ
チ

ア

昌
ら

の
所
論

も

正
當

で
あ
り
得

る
。

●

凋
占
便
轄
の
愛
動

一
五
三




